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 ６新大監査第３号 

令和６年９月 25 日 

 

 

 

 薬害オンブズパースン会議 

代表 鈴 木 利 廣  殿 

 

 

 

国立大学法人新潟大学 

 学長 牛 木 辰 男 

 

 

新潟大学広報記事の誤認の訂正及びその原因検証実施の要望書について（通知） 

 

 2023 年 1 月 18 日付け要望書及び 2023 年 2 月 17 日付け回答及び追加要望につい

て、国立大学法人新潟大学コンプライアンス規則に基づく予備調査委員会において

コンプライアンス違反が存在する可能性等に関する調査を実施した結果、コンプラ

イアンス違反の可能性は低いまたは該当しないと判定し、本調査は実施しないこと

としましたので、通知します。 

 なお、予備調査結果の概要については、下記のとおりです。 

 

記 

 

１ コンプライアンス違反の該当可能性 

 (1) 当初の広報記事掲載 

 学内掲載手続は適切であった。記事は誤った内容が含まれていたが、コンプ

ライアンス違反に該当する可能性は低い。 

 (2) 記事の修正 

 修正の経緯、手続、修正内容は、コンプライアンス違反に該当しない。 

 (3) 遵守義務、誠実義務、信用失墜 

   遵守義務、誠実義務については、コンプライアンス違反の可能性はない。 

   信用失墜については、コンプライアンス違反とまでは言えない。 
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 (4) 利益相反 

   適正に管理・公表されており、コンプライアンス違反の可能性はない。 

 

２ 再発防止、今後の対応 

 (1) 「誤った内容の記事の掲載」や「不適切な修正」を防止するため、学内掲載

手続を見直し、実施した。 

 (2) ホームページ掲載の記事について、修正内容、修正理由等のポイントをお知

らせする。 

以上 

 

新潟大学監査室（公益通報受付・相談窓口） 

住所：〒950-2181新潟市西区五十嵐 2の町 8050 

電話：025-262-6128 FAX：025-262-7501 

メール：whistleblower@adm.niigata-u.ac.jp 


